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⊇鸚懲役
１０３億6,300万円

自動車取得税交付金1億円（1.0％）

七，

心 ’

使用料及び手数料1億4,795万2千円汪4％）

地方特例交付金1倫5,000万円（1.5％）

　地方譲与税1億6,000万円（1.5％

J＼

　　　　　繰越金2ｲ意円汪9％）

　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　繰入金2ｲ意3千円汪9％）

　　　　　　　　　　　　　＼

諸収入2ｲ意3,777万9千円（2.3％）

地方消費税交付金3億円（2.9％）

町偵3ｲ意8,660万円

国庫支出金4億2,568万

　県支出金4億2,784万

縫7％）｀

大

円（4.1％）

一

円（4.1％）

地方交付税

26億円（2引％）

分担金及び負担金

　　9,214万5千円（0.9％）

利子割交付金

　　　9,000万円（0.9％）

寄附金

　　ﾌ,100万2千円（0.7％）

ゴルフ場利用税交付金

　　　5,000万円（0.5％）

交通安全対策特別交付金

　　　1,000万円（0.1％）

財産収入

　　　951万9千円（0.1％）

特別地方消費税交付金

　　　　　1千円（0.0％）

　　町税

47億447万1千円

　　(45.4％)

ど1λ溺獣訓示=y
　 　 ｡ 四 匹 四 皿 べ ･ Ｗ
　 　 一 一 -

　 　 Z W 心 島 島 皿 心 心 皿 吸 収 W 松 収
　 忿 酋 怠 憐 に 款 廿 誼 忽 欽 慧 鱈 g 雌 譜 為 。

　 島 I Q 1 4 4 g 必 島 島 島 1 島 島 1 1 必 1 4 1 1 1 1 吸 1 1 1 1 砂 今 暁 ? s
　 収 φ φ φ 夕 φ ･ φ Q φ Q 収 Q ヴ g φ 1 ヴ φ φ φ り り り り り り φ り 匹 り s り s ｀
　 / J g 心 心 力 収 収 句 心 心 ｗ ふ 心 ｗ ｶ ｶ 心 ｶ J j S S 島 島 島 島 ﾝ

　 ふ 心 i 4 4 4 心 外 島 s x 島 島 島 心 外 1 心 I J 4 4 9 1 靫 ? 4 4 吸 s ?
　 X φ 心 W φ v φ v s り s 句 φ ∽ 収 φ 収 φ 収 φ φ φ ｶ ｶ v ｶ φ φ S ｶ ｶ S ｶ S S ﾝ
　 4 4 収 4 4 収 加 Ｗ ふ 乙 り 句 W s り 匹 心 句 s 収 φ 心 ｶ 心 心 ｶ ｶ ｶ S S S S
　 Q 夕 夕 Q Q φ φ φ φ φ Q Q 1 1 夕 ? Q 夕 Q φ I Q ? 夕 φ 夕 Q φ 八 φ φ ﾀ り φ φ φ り り り

　 ･ 収 収 φ s 収 φ φ φ 収 収 s 収 s s s 収 φ 《 、 収 収 ヾ 八 φ φ j s v φ 心 島 ゝ ｶ ゝ ゝ り ゝ l

　 φ φ φ 〃 φ ﾝ 八 φ φ φ φ y a φ Q ゝ ゛ φ 《 φ φ や φ φ φ φ φ ~ φ φ φ 八 八 ゛ ゛ や
　 φ φ φ ? φ φ φ φ φ φ φ φ φ φ ? φ 《 φ ♂ ♂ φ φ φ φ 八 φ ∽ φ φ φ φ 八 - 八 八
　 収 吸 X X 収 X X ゝ φ φ 収 ﾝ X 1 ﾝ 収 、 Ｘ 収 φ 吸 ぷ φ φ φ φ か φ φ φ ¥ ゝ 島 X 収
　 吋 ～ ～ ｇ ａ ～ ～ ｖ ｗ ～ ヾ ～ 呂 呂 に に ａ ａ に
　 八 ヴ ヴ 〃 φ 〃 八 八 φ φ 八 ゝ 八 ♂ 　 　 φ φ φ 八 八 心 八 φ 八 八 八 八 八 八

　 % % ％ ％ 　 　 八 八 八 心 八 % ♂ 八 八 ♂ 八

(億円)

　　100

50

０

2/

　
平
成
1
2
年
度
の
町
予
算
が
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て
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し
ま
し
た
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で
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し
ま
す
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平
成
1
2
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
り
ま
し
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す
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と
い
う
基
本
姿
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の
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に
、
経
費
の
節

減
や
個
々
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務
事
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に
つ
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直
し
を
回
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し

た
事
業
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を
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少
予
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に
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取
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組
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と
と
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民
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活

に
身
近
な
社
会
資
本
の
整
備
等
、
現
下
の
緊
急
な
課
題
に
対

処
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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一世帯･一人当たり使われる町の予算

１世帯当たり 1人当たり

　忿

　　８０６,２０８円　　　　　　２６１,２９６円

　　(12年度一般会計を町の人口･世帯数で割った場合)

平成12年３月１日現在

　　　　　人口39,660人，世帯数12,854世帯

レ　　　　　　　　　　　　　　ー
｜　特別会計士
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会計名 予　算　額 伸び率

国民健康保険 29億1,654万9千円 16.6％

公共下水道事業 14億2,605万6千円 △8.4％

奨　学　資　金 189万5千円 5.9％

老人保健事業 30億3,839万9千円 △L9％

介護保険事業 10億4,180万2千円 皆増

農業集落排水事業 10億4,818万1千円 30.3％

匹　ゝゝ?ゝ占??????????y?????ヴy?〃四〃m〃w〃四w〃りりsりりりw?y?ヴヴgヴ〃〃w〃miww----w匹wヴ?ぺ四w

h

モ　　ノｘ　　　　心　Ξ

訃

iJf

業

エi

計

ma竺u7aa°¨“｀゛ご一｀-^^“^-一一一一--l芯辺IUaぴ頴s弧芯ｺ芯ぶl芯ぶ辺1芯ぶnこここ温1J2乙ぶに心証呈茲

水道事業 予　算　額 伸び率

　　　　収入

収益的
　　　　支出

5億6,638万9千円

　5億651万3千円

　　0.4％

　　0.9％

－　－　－　一一一一

△24.9％

△↓3.8％

　　　　　収入
※資本的

　　　　　支出

　2億385万5千円

3億9,148万4千円

※　資本的収入額が資本的支出額に対し不足す

　　る額は、過年度分損益勘定留保資金及び当

　　年度分損益勘定留保資金で袖てんいたしま

　　す。

３

な励

議会費

1億5,513万円（1.5％）

商工費

3億7,791万2千円（3.7％）

農林水産業費

4ｲ意2,474万8千円（4.1％）

消防費

6億4,0（ i3千円

(6.2％)

／　衛生費＼

8倫9,531万5千円

　　(8.6％)

　公債費　　　　　X

10億9那4万2千円

　(10.6%)

　　総務費

二

　　(12.5%)

公債費１

補助費等１

厖尨

予備費

　　2,000万円（0.2％）

労働費

　1,283万2千円（0.1％）

災害復旧費

　1,180万2千円（0.1％）

諸支出金

　　　　3千円（0.0％）

　民生費

16億5,937万円

　(16.0％)
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　土木費

24倫4,946万円

　（23.6％）

　　教育費　　＼

13億2,269万1千円

　　（12.8％）ノ

,ど1ﾐ出回臥3oo万円

貸付金1億5,052万1千円（1.5％）

歳出性質別構成内訳

その他1億4,546万3千円（1.4％）
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支えあいの暮らしが実現する健康福祉都市をめざして

○地域福祉の推進

　◇社会福祉協議会補助事業　　　　　　　20,337千円

　◇ボランティアセンター活動事業　　　　　1,162千円

Ｏ高齢者福祉の推進

　◇介護予防・生活支援事業

　　・外出支援サービス事業　　　　　　　　3,270千円

　　・寝具洗濯乾燥消毒サービス事業　　　1,260千円

　　・軽度生活援助事業　　　　　　　　　　3,562千円

　◇家族介護教室事業　　　　　　　　　　1,320千円

　◇生きがい活動支接遇所事業　　　　　　　6,800千円

　◇痴呆性老人グループホーム建設事業　　89,000千円

　◇シルバー人材センターワークプラザ建設事業　107,088千円

　◇敬老会支給事業　　　　　　　　　　　26,800千円

　◇老人保護措置事業　　　　　　　　　　32,016千円

　◇ホームヘルプサービス事業　　　　　　　5,842千円

　◇在宅介護支援センター運営事業　　　　23,449千円

　◇寝たきり老人等家庭介護者助成事業　　↓2,168千円

○児童福祉の推進

　◇助児用補助装置購人費補助事業

　　（チャイルドシート購入補助）　　　　　3,750千円

　◇フレッシュ子育て支援事業　　　　　　↓,003千円

　◇民間育児サービス対策補助事業　　　　3,333千円

　◇放課後児童健全育成事業　　　　　　　4,203千円

　◇広域保育委託事業　　　　　　　　　　3,675千円

　◇特別保育事業等推進費補助事業

　　・乳児保育事業　　　　　　　　　　　13,170千円

　　・延長保育事業　　　　　　　　　　　　H,830千円

　　・一時保育事業　　　　　　　　　　　　6,600千円

　　・地域子育て支援センター　　　　　　　2,630千円

　◇乳幼児医療費助成事業

　　（対象年齢４歳末満足に拡大）　　　　36,633千円

○その他の事業

　◇健康教育事業　　　　　　　　　　　　2,588千円

　◇健康診査事業　　　　　　　　　　　　53,246千円

　◇重度心身障害者医療費助成事業　　　　49,891千円

　◇身体障害者更生援護施設人所措置事業　61,437千円

　◇身体障害者デイサービス事業　　　　　22,427千円

　◇重度心身障害者タクシー料金助成事業　7,135千円

人と自然が共生する緑豊かな公園都市をめざして

　◇土地利用調整基本計画策定事業　　　　6,432千円

　◇平地核保全対策事業　　　　　　　　　　5,197千円

　◇第38回栃木県植樹祭開催事業　　　　　↓0,000千円

　◇東雲公園整備事業　　　　　　　　　160,478千円

　◇総合公園整備事業　　　　　　　　　　15,298千円

　◇北関東自勤車道高架下公園整備事業　　38,156千円

　◇全国都市緑化とちぎフェア開催事業　181,122千円

　◇北関東自動車道休憩施設及び周辺開発整備事業　6,262千円

　◇搦手門通り整備事業　　　　　　　　　100,800千円

　◇衛門通り整備事業　　　　　　　　　　40,000千円

　◇嵐２－１５４号線（掲揚医科大学東側道路）30,000千円

“夢と活力にあふれた緑圈都市・みぶ”の実現に向

け、また、地方分権時代にふさわしい自主・自立的

な行政、町民の皆様に身近で聞かれた行政を実現す

るため、行政改革を推進し、限られた財源の重点的

かつ効率的な配分に努め、特に下記の点に配慮し予

算編成を行いました。

①少予・高齢化社会への適切な取り組み（介護保険

　制度の円滑なスタート等）

②全国都市緑化とちぎフェアの成功に向けた、各種

　施策の積極的な展開

⑤町民生活に身近な社会資本の整備を推進すること

①青少年の健全な育成に向けた施策を推進すること

⑤結合的な環境対策を推進すること

⑥生涯学習の振興を推進すること

自然の理にのっとった快適な環境都市をめざして

　◇合併処理浄化槽設置補助事業　　　　　　9,186千円

　◇環境保全対策事業　　　　　　　　　　10,582千円

　◇資源ごみ回収関係報償事業　　　　　　　8ユ74千円

　◇家庭用ごみ処理器設置事業　　　　　　1,000千円

　◇交通安全施設設置事業　　　　　　　　4,000千円

　◇防火水槽整備事業（３基）　　　　　15,900千円

　◇コミュニティ消防センター建設事業（２棟）35,162千円

　◇防災初動マニュアル作成事業　　　　　2,688千円

　◇防犯灯新設事業　　　　　　　　　　　2,300千円

歴史と自然に学ぶ教育文化都市をめざして

　◇とちぎ県民カレッジ連携講座促進事業

　◇幼稚園我国奨励費補助事業（支給額増額）

　◇学校地域支援ボランティア推進事業

　◇中央公民館駐車場整備事業

　◇企画展等開催事業

　◇教育相談員設置事業

　◇小中学校施設改修等工事

　◇マルチメディア活用事業（小中学校）

　◇スクールカウンセラー活用事業

　◇心の教室相談員設置事業（１名増）

　◇マイ・チャレンジ推進事業

　◇運動場改修等工事

　1,742千円

30,245千円

　1,000千円

72,229千円

5,995千円

1,964千円

90,270千円

53,438千円

　1,438千円

　1,493千円

　1,920千円

22,250千円

地域に根ざした活力ある自立産業都市をめざして

　◇地域営農システム転換促進事業　　　　5,515千円

　◇とちぎの園芸ジャンプアップ事業　　　24,080千円

　◇魅力あるふるさとづくり促進事業　　　20,673千円

　◇水田活性化対策事業　　　　　　　　　15,000千円

　◇新ライスプラン推進事業　　　　　　　11,400千円

　◇全町フラワーパーク化推進事業　　　　2,8且千円

　◇畜産環境改善対策事業　　　　　　　　22,062千円

　◇県単独長道整備事業　　　　　　　　　19,240千円

　◇おもちや博物館施設整備事業　　　　　45,363千円

　◇商工会産業振興補助事業　　　　　　　14,783千円

　◇いきいき商店街ステップアップ事業　　1,800千円

　◇しののめ花まつり開催事業　　　　　　12,000千円

　◇中小企業融資制度事業　　　　　　　150,085千円

住民の発想と連帯による住民自治のまちをめざして

　◇ふれあいカレンダー作成事業　　　　　　1,697千円

　◇町勢要覧作成事業　　　　　　　　　　　5,000千円

　◇国際交流推進事業　　　　　　　　　　　5,773千円

　◇総合振興計画（後期計画）策定事業　　5,440千円
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奉
灯
の
行
政
改
革
の
取
組
み
に
つ
い

て
は
、
第
二
期
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ

き
、
経
常
経
費
の
削
減
や
行
財
政
の
簡

素
効
率
化
の
た
め
に
、
次
の
基
本
項
目

に
つ
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
「
事
務
事
業
の
見
直
し
」
で

は
、
申
請
書
等
の
押
印
廃
止
や
補
助
金

の
見
直
し
を
す
る
と
と
も
に
、
行
政
手

続
き
条
例
や
情
報
公
開
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
組
織
機
構
の
見
直
し
」
で

は
、
部
課
室
設
置
や
委
員
会
審
議
会
等

の
組
織
の
見
直
し
を
行
い
、
「
行
政
の

情
報
化
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

い
て
」
で
は
、
庁
内
情
報
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
直
通
電
話
回
線
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
「
人
事
管
理
の
見
直
し
」

で
は
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
職

員
配
置
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、

職
員
数
の
削
減
等
を
行
い
、
「
広
域
行

政
及
び
公
共
施
設
の
連
携
」
で
は
、
広

域
市
町
村
間
の
図
書
館
、
体
育
館
等
の

相
互
利
用
を
推
進
し
、
町
施
設
振
興
公

社
へ
の
一
括
管
理
運
営
の
委
託
等
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
行
政
改
革
大
綱
を
基
本
と

し
て
、
来
る
べ
き
2
1
世
紀
を
見
据
え
た

簡
素
で
効
率
的
な
新
し
い
行
政
シ
ス
テ

ム
の
確
立
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
事
務
事
業
の
見
直
し
や
組
織
機
構

の
簡
素
合
理
化
を
推
進
し
、
地
方
分
権

に
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
改
革
に
関
す
る
問
合
せ
先

　
　
町
総
務
部
全
面
財
政
課

　
　
　
　
　
　
�
8
1
－
１
⊥
只
）
ｌ
ｏ
乙

回言言]順ｉ

豆二言昌三二回なjJjておjt£

副議長に石村満夫氏

　壬生町議会定例議会が３月

７日～17日まで開かれ、最終

日に副議長の改選が行われま

した。

　その結果、副議長に石村育

夫氏が就任しました。

　　　６月１日から施行

土砂等の埋め立て等の規制に関する条例

１
　
土
壌
の
汚
染
と

　
災
害
の
発
生
の
防

　
止
を
目
的
と
し
た

　
条
例
で
↓
９

　
有
害
な
物
質
が
混

入
し
た
土
砂
等
の
埋

立
て
、
盛
土
、
た
い

積
、
（
埋
立
て
等
）

に
よ
る
土
壌
の
汚
染

や
、
無
秩
序
な
埋
立

て
等
に
よ
る
崩
落
等

の
災
害
の
発
生
を
未

然
に
防
止
し
、
皆
様

の
生
活
の
安
全
と
生

活
環
境
の
保
全
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し

た
『
壬
生
町
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ

る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
防

止
に
関
す
る
条
例
』
が
６
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。

２
　
土
砂
等
の
建
立
こ
等
に
は
許
可
が

　
必
要
に
な
り
ま
百

川
　
土
壌
の
汚
染
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う

　
な
埋
・
立
て
等
は
す
べ
て
禁
止
さ
れ
ま

　
す
。

言
　
土
砂
等
を
埋
め
立
て
よ
う
と
す
る

　
区
域
以
外
の
場
所
か
ら
土
砂
等
を
搬

　
大
し
て
面
積
５
０
０
�
以
上
３
。
０

　
０
０
�
未
満
の
埋
立
て
等
の
事
業
を

　
行
う
場
合
は
、
町
の
許
可
が
必
要
に

　
な
り
ま
す
。
（
３
。
０
０
０
�
以
上
の

　
事
業
は
県
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま

心 ･

　
す
。
）

㈹
　
②
の
埋
立
て
等
の
事
業
を
行
う
場

　
合
は
、
埋
立
て
等
に
使
用
さ
れ
る
土

　
砂
等
の
安
全
基
準
（
土
壌
の
汚
染
を

　
防
止
す
る
た
め
）
や
、
埋
立
等
の
構

　
造
基
準
（
崩
落
等
の
災
害
防
止
の
だ

　
め
）
に
適
合
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

㈲
　
面
積
５
０
０
�
以
上
３
。
０
０
０

　
�
未
満
の
無
許
可
の
土
砂
等
の
埋
立

　
て
な
ど
の
、
条
例
に
反
す
る
行
為
に

　
対
し
て
は
、
最
高
１
年
以
下
の
懲
役

　
若
し
く
は
5
0
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

　
せ
ら
れ
ま
す
。
（
３
。
０
０
０
�
以
上

　
の
事
業
は
県
条
例
に
規
定
が
あ
り
ま

　
す
。
）

３
　
不
適
正
な
埋
め
立
て
等
を
防
止
し

　
こ
住
み
よ
い
環
境
を
守
り
ま
し
よ
う

　
コ
既
汚
染
さ
れ
た
土
地
を
元
の
状
態

に
回
復
す
る
に
は
、
多
大
な
経
費
と
時

間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
土
砂

等
の
崩
落
に
よ
り
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
貴
重
な
人
命
が
危
険
に
さ
ら

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
条
例
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
土
地

は
自
分
で
管
理
す
る
こ
と
と
い
う
自
覚

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
往
み
よ
い

環
境
を
守
る
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
町
保
健
課
環
境
公
害
孫

　
　
　
　
　
�
8
1
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｎ
ｏ
９
）
４

　
今
年
４
月
か
ら
の
介
護
保
険
法
の
施

行
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
役
場
組
織
を

一
部
改
正
し
ま
し
た
。

　
主
な
改
正
点

　
介
護
保
険
推
進
室
を
介
護
保
険
謀
に

名
称
変
更
す
る
と
と
も
に
、
介
護
保
陰

謀
の
介
護
保
険
推
進
保
を
管
理
保
と
給

付
保
に
再
編
し
ま
し
た
。
ま
た
、
税
務

課
に
介
護
保
険
料
保
を
新
設
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
課

　
管
理
係
　
介
護
保
険
の
予
算
、
事
業

　
　
　
　
　
計
圓
、
資
格
管
理
、
披
保

　
　
　
　
　
除
者
証
の
発
行
等

　
給
付
保
　
現
物
給
付
の
審
査
及
び
支

　
　
　
　
　
払
い
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計

　
　
　
　
　
圃
の
事
務
処
理
等

税
　
務
　
課

　
介
護
保
険
料
係

　
　
介
護
保
険
料
率
の
決
定
、
介
護
保

　
　
険
料
の
徴
収
等

５
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y==J;'..:･･:1=･･=･･一一65歳以上の方の基準保険料額が月額2,500円に決まりました

で゛.:万･･保険料は所得に応じて５段階に分かれま堰

軽減される方 基準額を支払う方 割増の保険料を支払う方

生活保護の受給者、

老齢福祉年金受給者

(住民税世帯非課税)

世帯全員が

住民税非課税
本人が住民税非課税

本人が住民税課税で

　合計所得金額

　250万円未満

本人が住民税課税で

　合計所得金額

　250万円以上

基準額×0.5 基準額×0.75 基準額×1.0 基準額×1.25 基準額×↓.5

第１段陰核保険者 第２段陰核保険者 第３段陰核保険者 第４段陰核保険者 第５段階被保険者

保険料の徴収は10月からです

平成12 ・ 13年度は保険料が軽減されます

　6識以上の方については、制度についての理解をいただきながら、保険料を段階的に負担して

いただけるよう、平成↓絆４月から平成認年９月まで次のような保険料の軽減が行われます。

【65歳以上の方の保険料】

平成12年４月から平成12年９月までの半年間

平成12年10月から平成13年９月までの１年間

'ｦ‘.……゜'jy……平成13年10月以降

【平成12 ・ 13年度の65歳以上の方の保険料の額】

↑
本
来
の
介
護
保
険
料
の
額
↓

－

－

―

－

保険料が軽減された分は

国が負担百ることになりま可

保険料を

　納める

　必要は

ありません

　　　　　▲
平成12年４月

－

－

－

－

本来の保険料の

半額を納めま堰

　　　　　▲　　　　　　　　▲
平成12年10月　平成13年４月

本来の保険料の額を納めます

　　　　　▲　　　　　　　　▲
平成13年10月　平成14年４月

Ｍ
ｊ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ

　
　
．
辱
’

　　　　▲

平成15年４月

　　　　　　　６

本来の保険料の額を納めます
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保険料とその納め方

65歳以上の方と、40歳から64歳までの方とでは異なります

第１号被保険者の保険料

　〔65歳以上の方の保険料〕

高齢者の方々にも原則として全ての方に所得に応じた保険料を負担していただくことに

なります。

　市町村のサービスの水準と保険料の基準額

　高齢者の保険料は、往んでいる市町村のサービス水準に応じたものになります。施設やホー

ムヘルパーなどが多くサービスが充実している市町村では保険料は高くなります。反対にサー

ビスが少ない市町村では保険料は低くなります。

　保険料の納め方

　老齢・退職年金が月額15､000円以上の方は、年金から天引きされることになります。年金

額が月額15､000円に満たない方については、口座振替などによって町に納めていただくこと

になります。

第２号被保険者の保険料

　〔40歳から64歳までの方の保険料〕

　医療保険の保険料として一括して徴収さ

れます。保険料の計算の仕方や額は、加入

している医療保険によって異なります。

　健康保険に加入している場合

　・保険料は給料に応じて異なります。

　・保険料の半分は事業主が負担します。

　・サラリーマンの妻などの披扶養者の分

　　は、各健康保険の披保険者が皆で分担

　　してくれるので、新たに保険料を納め

　　る必要はありません。

　国民健康保険に加入している場合

　づ呆険料は所得や資産等に応じて異なり

　　ます。

　づ呆険料と同額の国庫負担があります。

　・世帯主が、世帯員の分も負担します。

一
一

-

一

一

一

一

一

一

一

　　　　【保険料の納め方】

65歳以上の方　　　40歳から

　２つの保険料を

　　　納めます

介護保険料は原則年金大郷

　　　納めます

介護保険分は医療保険分に上のせ

介護保険料の問い合わせは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

一

一

７



　
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
面
で
優
秀
な
成
績

を
修
め
た
児
童
・
生
徒
を
表
彰
す
る
平

成
‥
‥
１
１
年
度
壬
生
町
児
童
・
生
徒
表
形
式

が
、
３
月
３
日
壬
生
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
今
年
は
、
１
５
２
名
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
町
長
か
ら
「
こ
れ
か
ら
も

先
生
方
の
指
導
を
受
け
て
、
自
分
の
良

い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
ご

と
挨
拶
が
あ
り
、
表
形
状
が
各
部
門
の

代
表
者
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
敬
称
賂
）

壬
生
小
学
校

　
第
↓
回
科
学
工
作
作
品
展

　
最
優
秀
賞
　
　
　
　
　
鰹
沼
　
悟
史

塚
２
農
の
児
童
よ
書
翰
を
表
朧

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
面
一
の
功
績
た
た
え
る

こ
吊
3
2
同
下
野
教
育
書
道
展

　
金
　
賞
　
　
寺
内
良
知
、
佐
藤
友
希

　
　
　
　
　
　
寺
内
　
彩

・
圧
縮
3
3
目
栃
木
県
小
学
生

　
　
　
　
　
　
　
剣
道
錬
成
大
会

　
優
　
勝
　
　
　
　
　
　
菊
池
　
美
姫

万
策
5
3
回
栃
木
県
小
学
生

　
　
　
　
　
　
　
柔
道
錬
成
犬
合

　
５
年
生
の
部
優
勝
　
　
海
老
沼
　
宙

　
縮
5
1
同
書
物
中
央
展

　
特
　
賞
　
寺
内
良
知
、
鈴
木
　
奏

　
金
　
賞
　
能
登
和
也
、
板
橋
広
大

　
　
　
　
　
増
田
文
香
、
福
田
成
美

　
　
　
　
　
佐
藤
友
希
、
小
嶋
悠
起
子

　
　
　
　
　
大
垣
挑
子

⊇
栄
3
0
回
県
下
学
童
軟
式
野
球
大
会

　
優
　
勝
　
小
森
達
也
、
赤
羽
根
慾
火

　
　
　
　
　
大
柿
清
貴
、
小
川
康
隆

　
　
　
　
　
落
合
克
典
、
菊
池
利
光

　
　
　
　
　
窪
田
　
樹
、
越
路
正
啓

　
　
　
　
　
高
水
干
有
、
高
瀬
寛
譲

　
　
　
　
　
手
塚
一
也
、
新
山
文
義

　
　
　
　
　
檜
井
保
仁
、
古
田
浩
紀

　
　
「
ジ
ュ
ニ
ア
知
事
さ
ん
」
提
言
募
集

　
知
事
賞
　
　
　
　
　
　
生
沼
　
右
記-

　
私
た
ち
の
自
然
体
験
活
動
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル

　
文
部
大
臣
奨
励
賞
　
　
塩
谷
　
紀
和

壬
生
東
小
学
校
ｙ
・
Ｊ
…
…
…

　
関
東
地
域
春
季
水
泳
大
会
　
２
０
０

　
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
優
勝
ご
士
０
０
ｍ

　
自
由
形
優
勝
　
　
　
　
　
粂
川
　
司

　
第
1
8
回
全
国
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
金
　
賞
　
　
田
中
麻
貴
、
吉
田
有
希

　
第
5
1
回
書
初
中
央
展

　
金
　
賞
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
有
希

呈
　
卜
　
学
　
六
又

d
i
i
　
s
’
4
1
’
4
4
r
j

　
第
2
3
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
栃
木
県
大
会

　
優
秀
選
手
　
　
　
　
　
沼
尾
　
　
亮

　
第
3
2
回
下
野
教
育
書
道
展

　
金
　
賞
　
　
　
　
　
　
樋
山
　
知
美

稲
葉
小
学
校
Ｊ
・

　
心
の
輪
を
広
げ
る
障
害
者
理
解
促
進

　
事
業
「
障
害
者
の
日
の
ポ
ス
タ
ー
」

　
コ
ン
ク
ー
ル

　
鏝
優
秀
賞
　
　
　
　
　
神
永
紗
緒
里

栃
木
県
小
学
生
人
権
書
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
テ
ス
ト

　
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
彩
香

・
・
第
3
3
目
栃
木
県
小
学
生

　
　
　
　
　
　
　
剣
道
錬
成
大
会

　
小
学
校
６
年
生
男
子
の
部

　
優
　
勝
　
　
　
　
　
　
高
久
　
裕
紀

　
小
学
校
５
年
生
女
子
の
部

金持第優

　
勝

肘
回
書
初
中
央
展

賞賞

高
久
　
　
淳

益
田
久
美
子

高
久
　
　
淳

羽
生
田
小
学
校
　
　
尚
尚

．
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
栃
木
県
知
事
賞
　
　
　
篠
原
　
　
舞

ヽ
北
関
東
自
動
車
道
「
道
の
夢
大
賞
」

　
「
作
文
の
部
」

　
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
水
野
内
　
恵

・
第
1
4
回
栃
木
県
少
年
レ
ス
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
手
権
大
会

　
３
・
４
年
生
2
8
原
級

　
第
１
位
　
　
　
　
　
　
高
山
慎
太
郎

　
第
5
1
回
書
初
中
央
展

　
金
　
賞
　
　
　
　
　
　
山
口
奈
逆
手

ヽ 一

壬
生
北
小
学
校
賠

　
9
9
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
あ
く
し
ょ
ん
コ
ン
テ
ス
ト

　
最
優
秀
賞
　
川
又
聖
子
、
長
谷
川
訓

　
　
　
　
　
　
子
、
清
水
昌
幸
、
臼
井

　
　
　
　
　
　
麻
梨
恵
、
毛
塚
竜
也
、

　
　
　
　
　
　
小
川
拓
也
、
大
垣
智
斐

　
　
　
　
　
　
呂
、
木
野
内
有
美
、
大

　
　
　
　
　
　
関
一
樹
、
高
津
戸
香
、

　
　
　
　
　
　
山
井
崇
嗣
、
清
水
嚢
宏

　
交
通
事
故
防
止
に
関
す
る
作
文

　
ヲ
ノ
ク
ー
ル

知
事
賞

第
８
回
書
道
展

会
長
特
別
賞

理
事
長
特
別
賞

第
5
1
回
書
初
中
央
展

準
大
賞

金
　
賞

菊
地
由
希
子

大

恒

美
菜

大

垣

奸

山
野
井
由
佳

鮎
田
　
直
美

市
村
彩
也
香

回
塚
小
学
校

　
栃
木
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

全優
国
書勝
㈲
展
覧
会

大
谷
　
陽
宣

金
　
賞
　
　
遠
藤
友
哉
、
松
本
飛
鳥

第
5
1
回
書
初
中
央
展

金
　
賞
　
　
　
　
　
　
中
川
　
愛
瀬

第
3
0
回
下
野
教
育
美
術
展

　
「
版
画
の
部
」

金
　
賞
　
　
　
　
　
　
渡
洋
　
正
英

８



士
生
中
学
校

　
心
の
輪
を
広
げ
る
障
害
者
理
解

促
進
事
業
「
障
害
者
の
日
の
ポ
ス
タ
土

　
優
秀
賞
　
　
　
　
石
黒
ひ
と
み

　
栃
木
県
ジ
ュ
ニ
ア
大
会

　
女
子
大
回
転
↑
位

　
　
　
　
　
　
　
　
細
井
　
郡
代

　
栃
木
県
中
学
校
体
育
連
盟
選
手

　
表
彰
　
陸
上
競
技
優
秀
選
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
　
知
明

　
剣
道
優
秀
選
手

　
　
金
田
　
孝
一
、
一
一
ノ
官
服
右

京
栃
木
県
明
る
い
選
挙
啓
発

　
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
優
秀
貴
　
　
　
　
箱
森
　
貴
子

ミ
…
…
北
関
東
自
動
車
道
「
道
の
夢
大
賞
」

「
作
文
の
部
」

　
優
秀
貴
　
　
　
　
大
槙
　
智
美

・
・
・
・
千
野
教
育
書
道
展

　
金
　
賞
　
川
俣
沙
織
、
渡
辺
佳

　
　
美
、
井
田
由
美
、
増
田
圭
吾
、

　
　
大
橋
愛
里
、
寺
内
智
史
、
落

　
　
合
哲
也

牡
．
第
5
1
回
書
初
中
央
展

　
特
　
賞

　
　
渡
辺
佳
美
、
赤
羽
根
良
美

　
金
　
賞
　
須
藤
明
日
香
、
井
田

　
　
由
美
、
落
合
可
織
、
神
長
良

　
　
枝
、
小
森
麻
衣

- - － －

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
写
真
上
が
小
学
生
、
写
真
下
が
中
学
生
）

　
栃
木
県
中
学
校
体
育
連
盟
選
手
表
彰

　
１
年
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
優
　
勝
　
大
損
正
洋
、
高
橋
洸

　
　
樹
、
山
名
宛
介
、
渡
澄
直
入

居
犬
飼
中
学
校
こ
…
…
…
・
…
…
Ｊ
万

　
下
野
教
育
書
道
展

　
金
　
賞
　
稲
毛
田
美
歩
、
鈴
木

　
　
　
　
　
麻
里
、
田
村
昌
代
、

　
　
　
　
　
粂
川
さ
や
か

　
第
肘
回
書
初
中
央
展

　
特
　
賞
　
長
香
織
、
大
森
宛
平

　
金
　
賞
　
森
田
法
子
、
稲
毛
田

　
　
　
　
　
美
歩
、
古
潭
真
祐
美
、

　
　
　
　
　
床
井
友
美

・
第
3
0
目
下
野
教
育
美
術
展

　
「
絵
画
の
部
」

犬
　
賞

　
「
絵
画
の
部
」

金
　
賞

　
「
版
画
の
部
」

金
　
賞

宮
本
　
み
を

瀬
戸
　
泰
恵

山
崎
　
雄
司

宮
本
　
み
を

栃
木
県
学
校
音
楽
祭
中
央
祭

「
合
唱
の
部
」
金
　
賞

石
田
真
一
郎
、
井
上
智
史
、

粂
川
玲
衣
香
、
佐
藤
江
美
、

種
ケ
島
典
子
、
根
本
千
明
、

加
藤
正
也
、
渡
辺
微
志
、
上

原
千
明
、
高
久
枝
里
、
野
口

美
里
、
阿
部
健
太
郎
、
田
週

刊
彭
、
大
久
保
幸
子
、
小
貫

　
陽
子
、
山
井
幸
恵
、
田
中
芳

　
幸
、
麦
倉
健
司
、
尾
崎
博
美
、

　
粂
川
朋
代
、
高
山
梢
、
高
山

　
脈
、
開
申
寛
子
、
大
粟
諭
、

　
斎
藤
洋
平
、
荒
川
由
美
子
、

　
石
原
淳
子
、
上
野
仁
美
、
幸

　
村
友
子
、
矢
倉
愛
、
中
村
忠

　
広
、
塚
田
実
希
、
寺
崎
満
寿

　
美
、
富
山
千
慧
、
君
島
一
弘

栃
木
県
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
「
管
楽
器
部
門
」

金
　
賞
　
　
　
　
青
木
　
優
子

栃
木
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

優
　
勝
　
粂
川
望
、
平
塚
夏
実
、

　
長
谷
川
あ
ゆ
美
、
粒
良
美
佳
、

　
土
渾
あ
み
ん
、
渡
漫
倫
子
、

　
石
川
裕
子
、
石
田
順
子
、
高

　
山
脈
、
矢
倉
愛
、
演
野
望
、

　
石
川
知
世
、
一
合
千
夏
、
山

　
口
端
加
、
須
藤
知
子

関
東
中
学
校
水
泳
大
会
県
子
選

会
↓
年
男
子
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

士
　
位
　
　
　
　
上
岡
　
正
明

栃
木
県
中
学
校
体
育
逓
盟
優
秀

選
手
表
彰

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
県
優
秀
選
手

　
粂
川
望
、
平
塚
夏
実
、
長
谷

　
川
あ
ゆ
美
、
上
洋
あ
み
ん

栃
木
県
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
大
会

男
子
犬
回
転

優
　
勝
　
　
　
　
　
石
田
憲
二
郎
　
９
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○印は昇任、（）内は旧

部
長
級

▽
民
生
部
長
（
経
済
部
長
）
白
石
博
英

▽
経
済
部
長
（
民
生
部
長
）
小
田
垣
勤

▽
教
育
委
員
会
教
育
次
長
（
経
済
部
商

工
観
光
課
長
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館

長
）
○
田
村
光
宏
▽
教
育
委
員
会
参
事

兼
生
涯
学
習
課
長
（
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
長
）
○
伊
藤
仁
一
▽
教
育
委
員

会
参
事
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
兼
壬
生

町
総
合
運
動
場
長
（
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
長
兼
壬
生
町
総
合
運
動
場
長
）

○
太
田
芳
明
▽
総
務
部
参
事
兼
税
務
課

長
（
総
務
部
税
務
課
長
）
○
渡
辺
英
雄

課
長
級

▽
民
生
節
介
護
保
険
課
長
（
民
生
部
介

護
保
険
推
進
室
長
）
山
室
揚
子
▽
農
業

委
員
会
事
務
局
長
（
敦
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
主
幹
兼
壬
生
中
央
公
民
館
副
館

長
）
○
増
淵
陽
三
▽
民
生
節
住
民
課
長

　
（
長
泉
委
員
会
事
務
局
長
）
田
村
桂
▽

水
道
部
水
道
課
長
（
建
設
部
地
域
振
興

対
策
課
長
）
森
田
純
市
▽
経
済
部
商
工

観
光
課
長
（
総
務
部
工
事
検
査
課
長
）

田
中
好
雄
▽
民
生
節
福
祉
課
長
（
民
生

節
福
祉
課
長
兼
児
童
館
長
）
山
川
道
▽

民
生
部
保
健
課
長
（
水
道
部
水
道
諌
言

橋
本
良
計
▽
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

長
（
民
生
節
福
祉
課
主
幹
・
〔
祉
福
〕

壬
生
町
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）
○
須

釜
修
一
▽
総
務
部
工
事
検
査
課
長
（
総

務
部
工
事
検
査
課
主
幹
兼
検
査
係
長
）

○
田
中
正
雄
▽
建
設
部
地
域
振
興
対
策

課
長
（
建
設
部
地
域
振
興
対
策
課
主
幹

兼
調
整
保
長
兼
事
泉
推
道
保
長
）
○
石

村
道
▽
壬
生
中
央
公
民
館
副
館
長
（
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
）
柴
七
郎
▽

総
務
部
総
務
課
主
幹
兼
車
両
係
長
（
総

務
部
総
務
課
長
補
佐
兼
車
両
係
長
）
○

入
江
正
治
▽
長
生
郡
福
祉
課
主
幹
兼
と

お
り
ま
ち
保
育
園
長
（
民
生
節
福
祉
課

主
幹
兼
や
す
づ
か
保
育
園
長
）
里
子
良

子
マ
民
生
部
福
祉
課
主
幹
・
〔
礼
帽
〕

壬
生
町
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
（
民
生

節
福
祉
序
王
幹
兼
医
療
保
険
係
長
）
橋

本
俊
夫
▽
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
主
幹
兼
振
興
係
長
（
総
務
部
総
務
課

主
幹
兼
管
財
係
長
）
板
橋
誠
▽
経
済
部

商
工
観
光
課
主
幹
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
館
長
（
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
主
幹
兼
施
設
係
長
）
荒
川
勇
▽
総
務

部
税
務
課
主
幹
兼
介
護
保
険
料
係
長

（
総
務
部
税
務
課
主
幹
）
若
林
房
司
▽

民
生
部
福
祉
課
主
幹
・
〔
祉
福
〕
壬
生

町
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
・
睦
作
業
所

長
（
民
生
部
福
祉
縁
主
幹
兼
い
な
ば
保

育
園
長
）
寺
内
幸
子
▽
経
済
部
商
工
観

光
課
主
幹
兼
工
業
係
長
（
民
生
部
係
健

課
主
幹
兼
国
民
健
康
保
険
係
長
）
関
口

和
義
▽
総
務
部
企
㈲
財
政
課
主
幹
兼
企

㈲
調
整
係
長
（
総
務
部
企
圓
財
政
課
長

補
佐
兼
企
圓
調
整
係
長
）
○
神
水
喜
市

▽
民
生
節
住
良
縁
主
幹
兼
稲
葉
出
張
所

長
（
民
生
部
住
民
深
長
補
佐
兼
稲
葉
出

張
所
長
）
○
榎
本
安
夫
▽
良
生
部
福
祉

課
主
幹
兼
高
齢
福
祉
係
長
（
建
設
部
下

水
道
課
長
補
佐
兼
業
務
係
長
）
○
小
平

政
美
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
主
幹
兼
庶

務
係
長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐

兼
庶
務
係
長
）
○
安
納
一
雄
▽
建
設
部

都
市
計
圓
課
主
幹
兼
部
市
整
備
係
長
兼

部
市
緑
化
フ
ェ
ア
推
進
室
長
補
佐
（
建

設
部
節
市
計
圓
課
長
補
佐
兼
部
市
整
備

係
長
兼
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
推
進
室
長
補

佐
）
○
伊
藤
國
知
▽
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
主
幹
兼
庶
務
係
長
（
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）

○
熊
倉
英
古
▽
良
生
節
保
健
課
主
幹
兼

国
民
健
康
保
険
係
長
（
教
育
委
員
会
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
長
補
佐
兼
振
興
係
長
）

○
渡
辺
稔
夫
▽
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
主
幹
兼
学
校
教
育
係
長
（
総
務
部
総

務
課
長
補
佐
兼
文
書
法
規
係
長
）
○
海

老
沼
英
男

課
長
補
佐
・
副
主
幹
・
係
長
級

▽
建
設
部
建
設
課
長
補
佐
兼
用
地
係
長

（
建
設
部
建
設
課
副
主
幹
兼
用
地
係
長
）

○
斎
藤
喜
重
▽
民
生
部
介
護
係
険
課
長

補
佐
兼
管
理
係
長
兼
総
付
係
長
（
民
生

部
介
護
保
険
推
進
室
長
補
佐
兼
介
護
保

険
推
進
係
長
）
粂
川
洋
一
▽
総
務
部
税

務
課
長
補
佐
兼
町
民
税
係
長
（
総
務
部

税
務
課
副
主
幹
兼
町
民
税
係
長
）
○
生

潭
昇
▽
総
務
部
総
務
課
長
補
佐
兼
管
財

係
長
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
副
主

幹
兼
学
校
教
育
係
長
）
○
石
塚
哲
夫
▽

総
務
部
税
務
課
長
補
佐
兼
収
税
係
長

（
民
生
部
住
民
課
副
主
幹
兼
南
犬
飼
出

張
所
長
）
○
高
山
安
之
▽
総
務
部
総
務

課
長
補
佐
兼
庶
務
人
事
係
長
（
総
務
部

総
務
課
副
主
幹
兼
庶
務
人
事
係
長
）
Ｏ

中
川
正
人
▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
回
禄

副
主
幹
・
嘉
陽
ケ
丘
ふ
れ
あ
い
広
場
勤

務
（
民
生
部
福
祉
課
副
主
幹
兼
高
齢
福

祉
係
長
）
長
恵
子
▽
総
務
部
総
務
緑
川

主
幹
兼
文
書
法
規
係
長
（
総
務
部
税
務

課
副
主
幹
兼
収
税
係
長
）
戸
崎
益
義
▽

総
務
部
総
務
課
副
主
幹
兼
消
防
交
通
係

長
（
水
道
部
水
道
課
副
主
幹
兼
業
務
係

長
）
玉
田
英
二
▽
民
生
部
福
祉
課
副
主

幹
兼
す
け
が
い
保
育
園
長
（
す
け
が
い

保
育
園
長
）
○
増
田
孝
子
▽
民
生
部
住

民
課
副
主
幹
兼
管
理
係
長
（
民
生
部
往

良
縁
管
理
係
長
）
○
田
中
正
幸
▽
民
生

部
係
健
課
副
主
幹
兼
環
境
公
害
係
長

（
民
生
部
保
健
課
環
境
公
害
係
長
）
○
　
１
０

神
永
一
三
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
副
主

幹
兼
農
地
調
整
係
長
（
農
業
委
員
会
事

務
局
農
地
調
整
係
長
）
○
若
林
俊
彦
▽

会
計
課
副
主
幹
兼
出
納
係
長
（
会
計
課

出
納
係
長
）
○
野
口
悟
▽
総
務
部
税
務

課
副
主
幹
兼
諦
視
係
長
（
総
務
部
税
務

課
諦
視
係
長
）
○
神
長
利
雄
▽
建
設
部

建
設
課
副
主
幹
兼
土
水
係
長
（
建
設
部

建
設
課
上
水
係
長
）
○
高
水
英
雄
▽
議

会
事
務
局
副
主
幹
兼
議
事
係
長
（
議
会

事
務
局
議
事
係
長
）
○
篠
原
一
雄
▽
建

設
部
郁
市
計
画
課
副
主
幹
兼
公
園
緑
地

係
長
兼
部
市
緑
化
フ
ェ
ア
推
進
室
事
業

係
長
（
建
設
部
部
市
計
画
課
公
園
緑
地

係
長
兼
郁
市
緑
化
フ
ェ
ア
推
進
室
事
業

係
長
）
○
高
山
郁
夫
▽
民
生
部
福
祉
課

副
主
幹
兼
医
療
保
陰
係
長
（
総
務
部
総

務
課
消
防
交
通
係
長
）
○
合
弁
利
一
▽

総
務
部
企
画
財
政
課
副
主
幹
兼
財
政
係

長
（
総
務
部
企
画
財
政
課
財
政
係
長
）

○
出
耳
遠
▽
建
設
部
部
市
計
画
課
副
主

幹
兼
郁
市
計
画
係
長
兼
都
市
緑
化
フ
ェ

ア
推
進
室
推
進
係
長
（
建
設
部
郁
市
計

画
課
郁
市
計
画
係
長
兼
郁
市
緑
化
フ
ェ

ア
推
進
室
推
進
係
長
）
○
渡
辺
好
央
▽

民
生
部
介
護
保
陰
謀
認
定
審
査
係
長

（
民
生
部
介
護
保
険
推
進
室
認
定
審
査

係
長
）
佐
藤
澄
江
▽
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
係
長
・
壬
生
中
央
公
民
館
勤
務

（
経
済
部
商
工
観
光
課
工
業
係
長
）
三

上
賢
一
▽
総
務
部
工
事
検
査
課
検
査
係



長
（
総
務
部
工
事
検
査
課
主
査
）
○
中

村
隆
仲
▽
建
設
耶
ト
水
近
縁
業
務
係
長

（
建
設
部
下
水
遠
謀
主
査
）
○
臼
井
浩

一
▽
南
犬
飼
出
張
所
長
（
総
務
部
税
務

課
主
査
）
○
人
見
警
告
▽
水
近
郊
水
道

課
業
務
係
長
（
建
設
部
都
市
計
画
課
主

査
兼
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
推
進
室
主
査
）

○
越
路
正
一
▽
建
設
部
地
域
振
興
対
策

課
調
整
係
長
兼
事
業
推
近
係
長
（
建
設

部
建
設
課
主
査
）
○
小
谷
野
紀
雄
▽
教

育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
施
設
係
長

（
経
済
部
長
務
課
主
査
）
○
神
永
全
始

▽
や
す
づ
か
保
育
園
長
（
と
お
り
ま
ち

保
育
園
主
席
主
査
兼
園
長
補
佐
）
○
半

田
律
子
▽
児
童
館
長
（
児
童
館
主
席
主

沓
兼
副
館
長
心
得
）
○
犬
山
朝
子
▽
い

な
ば
保
育
園
長
（
や
す
づ
か
係
育
園
主

席
主
査
兼
園
長
補
佐
心
得
）
○
佐
藤
啓

子

主
査
・
主
任
等

▽
総
務
部
総
務
課
主
席
主
査
（
総
務
部

総
務
課
主
査
）
○
杉
田
畠
道
▽
民
生
節

保
健
課
主
席
主
査
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

勤
務
（
民
生
節
保
健
課
主
査
）
○
福
田

ミ
ツ
子
▽
経
済
部
商
工
観
光
課
主
席
主

査
（
経
済
部
商
工
観
光
課
主
査
）
○
杉

野
仲
子
▽
や
実
づ
か
保
育
園
主
席
主
査

（
や
す
づ
か
保
育
園
主
査
）
○
渡
辺
初

枝
▽
し
も
だ
い
保
育
園
主
席
主
査
（
い

な
ば
保
育
園
主
査
）
○
冨
居
恭
子
▽
総

務
部
総
務
課
主
席
主
査
（
総
務
部
総
務

一

謀
主
査
）
○
山
重
利
子
▽
い
な
け
保
育

園
主
席
主
査
（
や
す
づ
か
保
育
園
主
査
）

○
西
山
真
弓
▽
経
済
部
農
務
謀
主
席
主

査
コ
経
済
部
農
務
謀
主
査
）
○
高
山
美

智
子
▽
と
お
り
ま
ち
保
育
園
主
亨
王
査

て
も
だ
い
保
育
園
主
査
）
○
蟻
生
綾

子
▽
長
生
郡
介
護
保
陰
謀
主
査
（
民
生

部
介
護
保
険
推
進
室
生
査
・
県
高
齢
対

策
謀
派
遣
）
沖
魚
▽
総
務
部
総
務
課
主

査
・
（
財
）
壬
生
町
施
設
振
興
公
社
派
遣

（
長
生
節
保
健
謀
主
査
）
黒
須
さ
わ
子

▽
経
済
都
農
務
謀
主
査
（
民
生
節
福
祉

課
主
査
）
赤
羽
根
和
男
▽
経
済
部
長
務

課
主
査
（
建
設
部
下
水
道
謀
主
査
）
野

原
栄
▽
民
生
節
保
健
謀
主
査
・
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
勤
務
（
民
生
節
保
健
謀
主

査
）
臼
井
優
子
▽
民
生
節
介
護
保
陰
謀

主
査
（
民
生
部
介
護
保
険
推
進
室
生
査
）

神
原
道
子
▽
民
生
部
保
健
謀
主
査
・
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
勤
務
（
民
生
部
保
健

課
主
査
）
熊
倉
律
子
▽
建
設
部
建
設
謀

主
査
（
建
設
部
建
設
謀
主
査
・
県
道
路

建
設
謀
派
遣
）
太
田
弘
人
▽
総
務
部
工

事
検
査
課
主
査
（
建
設
部
建
設
謀
主
査
・

県
栃
木
上
水
事
務
所
派
遣
）
山
田
和
美

▽
総
務
部
税
務
謀
主
査
（
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
主
査
）
伊
原
隆
▽
清
掃
セ
ン
タ
ー

主
査
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
運
転
手
）
○
渡

辺
公
夫
▽
や
す
づ
か
保
育
園
主
査
言

お
り
ま
ち
保
育
園
主
任
）
○
水
引
千
代

子
マ
長
生
郡
住
民
譚
主
査
（
長
生
郡
住

良
縁
主
任
）
鰹
沼
み
ゆ
き
▽
総
務
部
総

務
課
主
査
（
総
務
部
総
務
課
主
任
）
○

吉
男
智
行
▽
総
務
部
税
務
課
主
査
（
経

済
部
長
務
課
主
任
）
○
菊
地
政
一
▽
総

務
部
税
務
課
主
査
（
総
務
部
税
務
課
主

任
）
○
梁
島
紀
夫
▽
民
生
節
福
祉
課
主

任
（
民
生
部
任
良
識
主
任
）
渡
辺
弘
子

▽
し
も
だ
い
保
育
園
主
任
（
や
す
づ
か

保
育
回
主
任
）
黒
崎
裕
子
▽
水
道
部
水

道
課
主
任
（
南
犬
飼
出
張
所
主
任
）
岡

洋
子
▽
総
務
部
総
務
課
主
任
（
民
生
部

介
護
保
険
推
進
室
主
任
）
赤
羽
根
美
智

子
▽
経
済
部
長
替
手
王
任
（
水
道
節
水

遠
謀
主
任
）
秋
山
県
志
▽
建
設
部
下
水

遠
謀
主
任
（
建
設
部
建
設
課
主
任
）
石

川
正
貨
▽
民
生
節
保
健
課
主
任
（
壬
生

中
央
公
民
館
主
任
）
原
鶴
典
邦
▽
建
設

部
都
市
計
画
課
主
任
・
全
国
都
市
緑
化

と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
派
遣
（
総

務
部
税
務
課
主
任
）
大
橋
由
孝
▽
民
生

節
福
祉
課
主
任
（
総
務
部
総
務
課
主
任
・

（
財
）
壬
生
町
施
設
振
興
公
社
派
遣
）

藤
栄
弓
子
▽
と
お
り
ま
ち
保
育
園
主
任

（
い
な
ば
保
育
園
主
任
）
梅
津
陽
子
▽

建
設
部
建
設
課
主
任
・
県
道
路
建
設
課

派
遣
（
経
済
部
長
務
課
主
任
）
増
田
弓

人
▽
民
生
部
任
良
縁
主
任
（
総
務
部
総

務
課
主
任
）
黒
川
恵
美
子
▽
や
す
づ
か

保
育
園
主
任
（
し
も
だ
い
保
育
園
主
且

篠
原
ゆ
か
り
▽
い
な
ば
保
育
園
主
任

（
い
な
ば
保
育
園
保
育
士
）
○
石
川
紀

子
▽
と
お
り
ま
ち
保
育
園
主
任
（
と
お

り
ま
ち
保
育
園
保
育
士
）
　
○
藤

田
晶
子
▽
建
設
部
下
水
道
課
主
任
（
教

育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
事
）
○

中
川
和
典
▽
建
設
都
都
市
計
画
課
主
任

兼
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
推
進
室
主
任
（
建

設
部
都
市
計
画
課
主
事
前
都
市
緑
化
フ
ェ

ア
推
進
室
主
事
）
○
中
村
み
ど
り
▽
総

務
部
税
務
課
主
任
（
総
務
部
税
務
課
主

事
）
○
外
丸
博
▽
民
生
都
福
祉
手
玉
任

（
民
生
部
福
祉
課
主
事
）
○
三
上
英
俊

▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
主
任
（
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
主
事
）
○
杉
山

隆
宏
▽
民
生
都
保
健
課
主
任
・
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
勤
務
（
民
生
都
保
健
課
保

健
婦
）
○
片
腹
有
美
子
▽
水
道
節
水
近

縁
主
任
（
水
道
部
水
近
縁
主
事
）
○
見

上
政
弘
▽
民
生
節
保
健
課
保
健
婦
・
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
勤
務
（
民
生
部
保
健

課
保
健
婦
）
山
本
陽
子
▽
壬
生
中
学
校

主
査
（
壬
生
小
学
校
主
査
）
谷
原
千
代

子
▽
壬
生
小
学
校
主
査
（
睦
小
学
校
主

席
大
久
保
美
枝
▽
壬
生
来
小
学
校
主

査
（
壬
生
中
学
校
主
査
）
田
辺
久
枝
▽

睦
小
学
校
主
査
（
南
犬
飼
中
学
校
主
査
）

荒
川
美
智
子
▽
南
大
飼
中
学
校
主
査

♀
生
来
小
学
校
主
任
）
熊
倉
好
子
▽

藤
井
小
学
校
調
理
員
（
壬
生
来
小
学
校

調
理
員
）
加
藤
フ
ジ
エ
▽
羽
生
田
小
学

校
調
理
目
］
（
壬
生
来
小
学
校
調
理
員
）

小
須
田
の
り
子
▽
壬
生
来
小
学
校
調
理

員
（
稲
葉
小
学
校
調
理
員
）
渡
部
し
ず

え
▽
稲
葉
小
学
校
調
理
員
（
壬
生
中
学

校
調
理
員
）
山
田
孝
子
▽
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
用
務
昌
］
⊇
お
り
ま
ち
保
育
園

調
理
員
）
柴
珠
枝

　
〔
新
採
用
職
員
〕

▽
建
設
部
建
設
課
主
事
　
阿
部
智
之
▽

総
務
部
税
務
課
主
事
　
加
藤
丁
▽
建
設

部
都
市
計
画
課
主
事
兼
都
市
緑
化
フ
ェ

ア
推
進
室
生
事
　
森
口
貴
子
▽
と
お
り

ま
ち
保
育
園
用
務
員
　
中
田
太
郎
▽
や

す
づ
か
保
育
園
保
育
士
　
高
山
千
賀
子

▽
壬
生
小
学
校
調
理
昌
］
　
木
村
元
子
▽

壬
生
北
小
学
校
調
理
員
　
中
川
祐
子
▽

安
塚
小
学
校
調
理
員
　
早
乙
女
容
子
▽

壬
生
中
学
校
調
理
目
］
　
粂
川
君
代
▽
壬

生
小
学
校
用
務
員

　
〔
退

山
田
武
志職

〕

平
成
1
2
年
３
月
3
1
日
付
▽
本
村
玄
（
教

育
委
員
会
教
育
次
長
）
　
▽
荒
川
充
訓

（
長
生
郡
参
事
兼
保
健
課
長
）
　
▽
山
名

延
男
（
民
生
郡
参
事
兼
住
民
課
長
）
▽

粂
川
幸
子
（
民
生
郡
福
祉
課
主
幹
兼
と

お
り
ま
ち
保
育
園
長
）
　
▽
竹
内
町
子

（
民
生
節
福
祉
課
主
幹
〔
礼
帽
〕
社
会

福
祉
協
議
会
派
遣
　
睦
作
業
所
長
）
▽

加
藤
ス
ズ
（
す
け
が
い
保
育
園
調
理
亘

▽
中
嶋
治
美
（
藤
井
小
学
校
調
理
員
）

▽
荒
川
ミ
ツ
子
（
壬
生
中
学
校
調
理
亘

▽
山
越
克
子
（
羽
生
田
小
学
校
調
理
員
）

▽
市
川
純
弘
（
と
お
り
ま
ち
保
育
園
用

務
員
）

１１



明日の農業を

　　　考える
皿町

…………ﾍｰ犬竟餅肘劃喩

休耕田に種まき、ホヽ2Jとひと息…

　
わ
が
国
の
長
泉
は
、
米
の
生
産
過
剰

に
端
を
発
し
、
生
産
構
造
の
再
編
が
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
後
継
者
の
減
少
、
高
齢

化
が
進
み
、
長
用
地
の
荒
廃
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
壬

生
町
長
泉
経
営
者
研
究
会
は
、
研
究
実

践
を
重
ね
、
生
産
性
の
高
い
農
業
経
営

を
確
立
し
、
長
泉
経
営
者
の
社
会
的
経一

√橋本喜夫さん

町
で
も
南
東
に
位
置
し
、
県
立
壬
生
高

校
通
り
に
あ
り
ま
す
。

　
創
業
昭
和
4
1
年
４
月
、
法
人
設
立
昭

和
4
5
年
1
0
月
、
決
算
期
も
3
0
則
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
地
域

の
皆
様
と
お
得
意
様
に
支
え
ら
れ
、
車

社
会
の
時
代
に
の
り
、
今
日
ま
で
き
ま

し
た
。
メ
カ
ニ
ッ
ク
５
人
、
業
務
５
人

の
ス
タ
ッ
フ
1
0
入
で
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
。
　
会
社
の
特
徴
は
、
何
事
も
社
員

済
的
地
位
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

本
町
農
業
の
近
代
化
に
役
立
つ
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
、
西
高
野
、
七
ツ
石
、
星
の

宮
、
原
坪
、
上
稲
葉
、
鹿
島
の
農
業
経

営
者
2
4
入
で
、
そ
れ
ぞ
れ
水
稲
、
イ
チ

ゴ
、
ト
マ
ト
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
年
間
の
活
動
は
、

＊
水
稲
・
薙
・
ト
マ
ト
部
門
の
強
化

＊
水
稲
共
進
会
（
品
評
会
）

＊
各
種
研
修
会
（
リ
ー
ダ
ー
研
修
等
）

＊
先
進
地
視
察
（
優
良
事
例
研
修
）

▽
几
と
な
っ
て
行
動
す
る
こ
と
。
そ
し

て
土
曜
日
も
営
業
し
て
お
り
、
忙
し
い

近
隣
の
方
々
か
ら
親
し
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
今
日
紹
介
す
る
桃
生
咎
夫
さ
ん
は
、

藤
井
在
住
で
、
入
社
1
8
年
に
な
り
ま
す
。

整
備
歴
は
経
験
豊
富
で
、
後
輩
か
ら
は

慕
わ
れ
、
ユ
ー
モ
ア
と
人
間
味
の
あ
る

有
望
な
人
材
で
す
。

　
車
の
構
造
や
性
能
も
ス
ピ
ド
ド
化
さ

れ
、
世
の
中
も
車
の
ス
ピ
ー
ド
と
同
じ

＊
実
績
発
表
会

＊
認
定
農
業
者
の
育
成

な
ど
で
す
が
、
昨
年
４
月
2
9
日
に
は
、

農
家
、
非
農
家
を
問
わ
ず
地
域
に
住
む

人
達
の
交
流
の
翰
を
広
げ
よ
う
と
、
花

ま
っ
り
と
題
し
て
農
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い

ま
し
た
。
壬
生
中
学
校
の
北
側
休
耕
田

を
開
放
し
、
業
の
花
や
レ
ン
グ
な
ど
の

花
を
咲
か
せ
、
蕎
麦
や
耕
つ
き
の
実
演
、

新
鮮
野
菜
、
イ
チ
ゴ
な
ど
の
模
擬
店
、

米
や
花
の
種
、
切
花
な
ど
の
無
料
配
布

を
行
い
、
町
内
外
の
家
族
連
れ
が
訪
れ

く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
中
で
特
に
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
は
、
地
球
環
境
保
護

の
視
点
か
ら
、
エ
ン
ジ
ン
燃
焼
系
統
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
習
得
、
何

事
に
も
前
向
き
で
、
一
般
整
備
の
故
障

探
求
、
難
問
に
も
立
ち
向
か
い
、
技
術

習
得
に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
納
得
の
い
か
な
い
事
は
ど
ん
ど
ん
質

問
し
、
会
社
の
利
益
追
及
ま
で
計
算
し

て
く
れ
る
社
員
で
す
。

　
そ
ん
な
人
柄
を
、
会
社
で
も
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
。
単
に
関
し
て
の
事
は

何
で
も
問
い
て
く
だ
さ
い
。
気
軽
に
応

じ
て
く
れ
ま
す
。

　
是
非
、
ご
指
名
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
紹
介
者
　
　
橋
　
本

終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
４
月
2
9
日
に
、
壬
生
中
学
校

北
側
休
耕
田
で
「
だ
い
こ
ん
の
花
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、
だ
い

こ
ん
の
花
（
紫
花
菜
）
を
咲
か
せ
、
だ

い
こ
ん
の
無
料
配
布
や
サ
ザ
ン
カ
の
苗

木
配
布
等
、
緑
化
推
進
運
動
の
マ
ロ
ニ

エ
メ
イ
ツ
が
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読

み
上
げ
、
緑
の
募
金
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
越
し
く

だ
さ
い
。

１２



と
っ
て
お
き
の
（
大
作
こ
天
顔
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１

埴
輪
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

　
　
　
　
　
　
城
南
　
人
見
治
男
さ
ん

　
壬
生
け
に
ね
会
は
埴
輪
を
作
成
し
て

い
る
会
で
、
栃
木
県
で
も
唯
一
の
会
で

す
。
そ
の
会
長
を
し
て
い
る
人
見
さ
ん

は
、
プ
ロ
並
み
の
腕
前
で
す
。

　
埴
輪
づ
く
り
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

壬
生
町
に
は
沢
山
の
古
墳
が
あ
っ
て
、

家
形
埴
輪
や
盾
、
円
筒
埴
輪
な
ど
沢
山

出
土
し
て
い
る
の
に
余
り
知
ら
れ
て
い

な
い
事
に
驚
き
、
沢
山
の
町
の
人
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
思
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で

す
。

　
も
と
も
と
古
墳
等
に
興
味
が
あ
り
、

め
き
め
き
と
腕
が
上
が
り
、
町
内
の
中

学
校
の
選
択
社
会
科
の
授
業
や
育
成
会

等
で
、
指
導
助
言
を
し
好
評
を
得
て
い

ま
す
。
ま
た
県
立
な
す
風
上
記
の
丘
資

料
館
か
ら
も
講
師
依
頼
を
受
け
、
埴
輪

づ
く
り
の
指
導
者
を
養
成
し
た
り
と
て

も
多
忙
な
毎
日
で
す
。

　
埴
輪
は
形
づ
く
り
か
ら
焼
き
上
げ
ま

で
、
３
日
か
ら
４
日
か
か
り
ま
す
。
し

か
し
写
真
や
本
な
ど
を
参
考
に
し
て
形

を
っ
く
る
の
で
、
埴
輪
の
全
体
像
が
分

か
ら
な
い
の
と
、
粘
土
の
中
に
空
気
が

入
っ
て
し
ま
う
と
、
焼
い
た
時
に
割
れ

て
し
ま
う
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
持
ち
前
の
パ
ワ
ー
と
明
る

さ
、
そ
し
て
会
員
の
協
力
を
得
て
、

「
埴
輪
の
魅
力
を
沢
山
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

独学で作った埴輪たち

１
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Ｆ
Ｆ
Ｆ
－
・
　
　
　
―
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

文化協会文芸部選
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{
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４

「
ひ
げ
じ
い
さ
ん
」

短
　
歌

病
み
臥
せ
る
母
と
枕
を
並
べ
寝
る

と
き
ど
き
寝
息
を
た
し
か
め
な
が
ら

病
室

o

，

言寸美士

雛
の
日
の
近
づ
き
た
れ
ば
あ
ち
こ
ち
の

土
手
に
蓬
を
摘
む
人
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰹
沼
　
勝
子

　
　
俳
　
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
綾
子
　
　
腹
見
せ
て
鰹
の
濁
せ
し
水
七
む

の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
音
聞
け
ば

紛
う
こ
と
な
し
夫
の
来
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
　
ミ
ツ

母
が
待
つ
実
家
に
向
う
道
す
が
ら

バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
パ
ト
カ
ー
が
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刀
川
サ
ク
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
カ
ツ

小
さ
き
歯
の
生
え
揃
い
た
り
挑
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
木
ハ
重
子

聯
り
を
夜
明
け
と
き
め
る
朝
寝
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
沢
　
ツ
ヤ

黄
水
仙
と
な
り
に
生
れ
し
土
竜
塚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
茂
弥

１３



‾ ’ ‾ ‾ ‾ ’ 1

南
犬
飼
中
の
宮
本
さ
ん

　
　
　
　
大
賞
に

　
　
　
下
野
教
育
美
術
展
で

　
第
3
0
目
下
野
教
育
美
術
展
の
審
査
会

が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
南
犬
飼
中
学
校

３
年
の
宮
本
み
を
さ
ん
の
絵
画
「
桜
の

本
の
下
で
」
が
小
・
中
学
校
の
部
で
、

下
野
美
術
大
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
絵
画
、
版
画
、
デ
ザ
イ
ン
の
計
３
０

万
３
千
５
８
３
点
の
応
募
が
あ
り
、
宮

本
さ
ん
の
作
品
は
、
こ
れ
ら
の
な
か
で

最
高
賞
と
な
る
大
賞
に
選
ば
れ
た
も
の

で
す
。

　
な
お
、
入
賞
作
品
は
県
内
３
か
所
の

会
場
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

大賞受賞作品「桜の木の下で」

一 一r 〃 － a ･
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小
学
１
～
２
年
の

懲罰里腹民剣道画会
部績

　
優
　
勝
　
　
寺
内

　
準
優
勝
　
　
渡
辺

　
３
　
位
　
　
甫
坂

小
学
３
～
４
年
の
部

　
優
　
勝
　
　
豊
田

　
章
優
勝
　
　
菊
池

　
３
　
位
　
　
増
田

　
　
　
　
　
　
山
井

小
学
５
～
６
年
の
部

　
優
　
勝
　
　
高
久

　
宰
優
勝
　
　
菊
池

　
３
　
位
　
　
甫
坂

　
　
　
　
　
　
豊
田

中
学
生
男
子
の
部

良
知

陽
向

　
優

（２月27日、町総合運動場弐道館96名参加）五
）

敦

史

八
壬－

美
咲

修
哉

貴
顕

八
壬

心

ら
壬

心/

八

一

一

一

心／

裕

紀

八
壬

心/

美

姫

八
壬

心/

徹

八
壬

心ﾉ

青

銅

八壬

心

優
　
辻
ぺ
　
　
大
粟
　
雅
規
玉
串
）－ W /

各
部
優
勝
者
の
皆
さ
ん

　
準
優
勝
　
　
上
田
　
泰
洋

　
３
　
位
　
　
福
永
　
大
輔

　
　
　
　
　
　
後
藤
　
祐
一

中
学
生
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
　
石
村
奈
徳
子

　
準
優
勝
　
　
上
田
　
美
絵

　
３
　
位
　
　
小
林
　
朧
朧

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
智
江

一
般
の
部

　
優
　
勝
　
　
関
□
　
智
宣

　
宰
優
勝
　
　
白
石
　
拓
磨

　
３
　
位
　
　
藤
田
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
水
島
　
清
隆

（
犬
申
）

（
犬
申
）

（
壬
申
）

（
大
串
）

（
大
串
）

（
壬
申
）

（
大
串
）

（
壬
）
壬
生
少
年
剣
道
教
室

（
お
）
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
剣
道
教
室

⊇
ご
三
修
会
壬
生
北
剣
道
教
室

　
双
チ
作
Ｉ
ム
が
熟
縦
練
9
7
広
律
る
｝

｝
三
万
・
　
第
７
回
壬
生
町
フ
ァ
イ
ナ
ル
カ
ッ

め
ざ
せ
Ｊ
リ
ー
ガ
ー

（３月10日､町総合運動場26チーム参加）

　
第
７
回
壬
生
町
フ
ァ
イ
ナ
ル
カ
ッ
プ

が
３
月
几
1
2
日
の
２
日
間
、
町
総
合

運
動
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
県
内
を
は
じ
め
、
茨
城

や
群
馬
、
埼
玉
な
と
が
ら
3
2
チ
ー
ム
が

参
加
、
本
町
か
ら
は
、
壬
生
小
サ
ッ
カ
ー

部
、
壬
生
来
小
サ
ッ
カ
ー
部
、
睦
小
サ
ッ

カ
ー
部
の
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行

わ
れ
、
本
町
の
３
チ
ー
ム
は
健
闘
し
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
上
位
進
出
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

優
　
将

卒
優
勝

３
　
位

４
　
位

８　７　６　５

位位位位

９

位

TO

悦:

至
宝
南

城
　
内

北
小
林

上
長
田

東
下
台

東夕

雲顔

国
谷
中
央

幸
四
会

国
谷
新
田

大
会
の
様
子



参ちのわだい

ベ
ル
マ
ー
ク
集
め
て

　
　
　
　
車
イ
ス
寄
贈

　
壬
生
中
生
徒
会
の
福
祉
委
員
会

福祉委員会の代表から車イスが引き渡された

-

　
　
「
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
≒
」
と

壬
生
中
学
校
生
徒
会
の
福
祉
委
員
会
（
会

員
6
0
名
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
車
イ
ス
土
台

を
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
募
全
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
ほ
か
、
校
内
の
環
境
美
化
活
動

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
車
イ
ス
は
ベ
ル
マ
ー

ク
を
集
め
て
得
た
資
金
が
元
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ペ
ル
マ
ー
ク
の
収
集
は
、
当
初
は
教
材

購
入
を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
数
年

前
か
ら
、
資
金
を
福
祉
に
生
か
そ
う
と
い

う
目
標
を
立
て
、
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
「
し
も
つ
け
荘
」
な
ど

に
車
イ
ス
を
贈
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
1
2
年
度
に
自
衛
隊
に
入

隊
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が
、
３

月
2
1
日
役
場
町
長
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
入
隊
さ
れ
る
方
は
、
安

塚
三
の
追
沼
一
博
さ
ん
（
防
衛

犬
入
校
予
定
）
と
安
孫
一
の
鈴

木
祐
一
さ
ん
（
陸
上
自
衛
隊
入

隊
予
定
）
の
二
人
で
、
激
励
会

で
は
、
清
水
町
長
並
び
に
緒
方

自
衛
隊
栃
木
地
方
連
絡
部
長
か

ら
激
励
の
言
葉
が
あ
り
、
色
紙

や
幌
泉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

右
か
ら
３
番
目
追
沼
さ
ん
、
４
番
目
鈴
木
さ
ん

-

～ ノ

日本鋪道共済会の皆さんと神永助役

車いすを寄贈

　日本鋪道共済会

　
３
月
３
日
、
日
本
鋪
道
共
済

会
よ
り
町
へ
車
い
す
３
台
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
鋪
道
共
済
会
で
は
、
社

会
貢
献
事
業
と
し
て
、
毎
年

「
健
康
づ
く
り
歩
け
歩
け
運
動
」

で
記
録
し
た
Ｉ
ケ
月
の
総
歩
数

に
応
じ
て
資
金
を
拠
出
し
、
全

国
の
施
設
に
車
い
す
を
贈
っ
て

い
ま
す
。

　
贈
ら
れ
た
車
い
す
は
、
壬
生

中
央
公
民
館
、
お
も
ち
や
博
物

館
、
ふ
れ
あ
い
交
流
館
で
利
用

さ
れ
ま
す
。

　
石
橋
地
区
消
防
組
合
安
塚
分
遣
所
で
は
、
３
月
２

日
、
春
の
火
災
予
防
運
動
の
Ｉ
つ
と
し
て
、
安
塚
幼

稚
園
に
大
の
用
心
の
法
被
を
贈
り
、
幼
年
期
に
お
け

る
防
火
思
想
の
育
成
、
火
災
予
防
の
普
及
高
揚
を
図

る
た
め
の
ふ
れ
あ
い
消
防
署
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
植
竹
消
防
長
か
ら
8
0
着
の
法
被
を
贈
ら
れ
た
予
供

た
ち
は
、
法
被
を
着
て
梯
子
車
の
前
で
記
念
撮
影
。

　
そ
の
後
の
ふ
れ
あ
い
消
防
署
で
は
、
幼
稚
園
の
職

員
や
保
護
者
が
消
火
体
験
を
す
る
「
こ
わ
い
ぞ
コ
ー

ナ
土
。
実
際
に
ホ
ー
ス
を
延
ば
し
、
子
供
た
ち
が

放
水
し
て
み
る
「
や
っ
て
み
よ
う
コ
ー
ナ
ー
」
。
梯

子
車
や
救
助
工
作
車
、
消
防
車
に
触
っ
た
り
乗
っ
た

り
す
る
「
さ
わ
っ
て
み
よ
う
コ
ー
ナ
土
が
あ
り
、

水
の
入
っ
て
い
る
ホ
ー
ス
に
予
供
た
ち
は
、
「
お
も

い
。
お
も
い
。
」
を
連
発
し
て
い
ま
し
た
。

１５

　
　
　
　
、
―
　
ゝ
ｉ
♂
　
、
ｊ
ｊ
　
　
ｓ
　
　
″

　
ふ
れ
あ
「
い
消
防
署
で

防
火
意
識
の
高
揚
図
る

｢やっこみようコーナ刈で放水を体験



暮
ら
し
に
役
立
つ
聶
情
報

　
保
険
料
を
支
払
っ
た
と
き

　
生
命
保
険
や
個
人
年
金
保
険
の
保
険

料
を
支
払
う
と
、
「
生
命
保
険
料
控
除
」

と
し
て
、
ま
た
、
火
災
保
険
等
の
損
害

保
険
の
保
険
料
を
支
払
う
と
「
損
害
保

険
料
控
除
」
と
し
て
、
所
得
税
や
住
民

税
を
計
算
す
る
と
き
に
所
得
金
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
期
間
が
５
年
未
満
の
生

命
保
険
な
ど
の
中
に
は
、
控
除
の
対
象

と
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

（
注
）
確
定
申
告
の
際
は
、
保
険
料
控

除
に
関
す
る
証
明
書
を
申
告
書
に
添
付

す
る
か
申
告
書
提
出
の
際
に
提
示
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

保
険
金
を
受
け
取
っ
た
と
き

　
〔
生
命
保
険
〕

　
保
険
金
を
受
け
取
る
場
合
、
そ
の
保

険
金
が
死
亡
に
草
づ
く
も
の
か
、
満
期

に
よ
る
も
の
か
、
ま
た
、
保
険
料
の
負

担
者
は
誰
な
の
か
な
ど
に
よ
っ
て
課
税

方
法
が
異
な
り
ま
す
。

　
夫
婦
の
間
保
で
み
て
み
ま
す
と
、
次

の
衷
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

八

区分 被保険者 負担者 受取人　保険事故等 課税関係

① 夫 夫 夫　　　満　期 夫の一時所得（※）

② 夫 夫
　　　　満　期

妻　　　夫の死亡
妻に贈与税

妻に相続税

③
　妻
(契約者)

夫 妻　　　夫の死亡
妻に相続税（生命保
険契約に関する捨札

① 妻 夫
　　　　満　則

夫　　　妻の死亡 夫の一時所得（※）

※
）
　
一
時
所
得
の
場
合
の
課
税
所
得

　
　
の
計
算
式
一
（
保
険
金
－
支
払

　
　
保
険
料
∇
5
0
万
円
⊇
１
／
２

-

●
年
金
方
式
で
保
険
金
を
受
け
取
っ
た

　
場
合
は
、
そ
の
年
ご
と
の
雑
所
得
と

　
し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

●
一
定
の
一
時
払
養
老
保
険
等
の
差
益

　
は
源
泉
徴
収
だ
け
で
納
税
が
完
了
す

　
る
源
泉
分
離
課
税
と
な
り
ま
す
。

　
〔
損
害
保
険
〕

　
損
害
保
険
を
受
け
取
る
場
合
も
、
保

険
料
の
負
担
者
や
支
払
原
因
に
よ
っ
て

課
税
方
法
が
異
な
っ
て
き
ま
す
が
、
保

険
を
掛
け
て
い
た
人
が
建
物
の
焼
失
や

身
体
の
傷
害
・
疾
病
を
原
因
と
し
て
受

け
取
る
保
険
金
に
は
原
則
と
し
て
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
例
え
ば
事
業
者
の
店
舗
や

商
品
が
火
災
で
焼
失
し
た
場
合
、
焼
失

し
た
商
品
の
損
害
保
険
金
は
事
業
収
入

（
売
上
げ
）
に
な
り
ま
す
。
ま
た
焼
失

し
た
店
舗
の
損
害
保
険
金
は
店
舗
の
損

失
額
を
計
算
す
る
際
に
、
差
し
引
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

配
当

魅力あるふるさとをつくるために

暫y署&唇窟･＆

　
貴
重
な
伝
統
文
化
を
伝
承
し
、
魅
力

あ
る
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
た
め
の
拠
点

施
設
と
し
て
、
昨
年
の
‥
‥
１
１
月
か
ら
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
た
伝
統
文
化
伝
承
施

設
「
七
ツ
石
ふ
る
さ
と
伝
承
館
」
が
、

伝
承
館
全
景

アトラクションとして：演奏された「大杉囃子」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６

こ
の
ほ
ど
七
ツ
石
地
区
に
完
成
し
、
３

月
2
5
日
落
成
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
施
設
は
、
元
の
七
ツ
石
公
民
館

の
跡
地
に
、
県
と
町
の
補
助
を
受
け
て

木
造
平
屋
建
て
、
床
面
積
１
５
８
・
４

４
�
の
施
設
を
総
工
費
２
千
４
２
５
万

５
千
円
を
か
け
て
建
設
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
高
本
信
夫
七
ツ
石
地
区

ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
推
進
委
員
長

の
挨
拶
に
続
い
て
、
大
森
保
建
設
委
員

会
長
の
経
過
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
、

上
地
提
供
者
等
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
式
典
終
丁
後
に
は
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
地
元
保
存
会
に
よ

る
「
大
杉
囃
子
」
の
演
奏
が
行
わ
れ
、

落
成
を
祝
い
ま
し
た
。

金
等
を
受
け
取
っ
た
と
き

　
契
約
期
間
中
に
受
け
取
る
配
当
金
は

支
払
保
険
料
か
ら
控
除
し
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
保
険
金
と
一
緒
に
受
け
取
る

配
当
金
は
一
時
所
得
と
し
て
課
税
対
象

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
相
続
税
、
贈
与

税
が
課
税
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

配
当
金
は
保
険
金
の
額
に
含
め
て
課
税

対
象
に
な
り
ま
す
。
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スタッフ‥･ボランティア募集中！

９月９日から11月５日までの58日間にわたり、壬生と宇都宮の２会場で第17回全国都市緑化

とちぎフェアを開催しま可。フェア期間中、案内等に従事程るサービススタッフと実行委員

会をサポートしこいただくボランティアを次のとおり募集して:いま可。

J

業
務
内
容

①
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
（
男
女
5
0
名
程
度
）

　
会
場
内
で
の
お
客
様
へ
の
案
内
、
誘

導
、
改
札
業
務
、
迷
子
・
忘
れ
物
の
取

り
扱
い
、
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
、
パ
ビ
リ

オ
ン
の
案
内
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
務

②
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
男
女
5
0
名
程
度
）

　
会
場
内
で
の
お
客
様
の
整
理
誘
導
、

迷
子
・
忘
れ
物
の
取
り
扱
い
補
助
、
会

場
内
巡
回
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
車
椅
子
等

の
貸
出
し
な
ど
の
会
場
運
営
補
助
業
務

③
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ス

　
タ
ッ
フ
　
　
　
　
（
男
女
1
0
名
程
度
）

　
電
話
問
い
合
わ
せ
応
対
、
会
場
内
放

送
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
務

勤
務
地

　
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア

　
　
み
ぶ
会
場
（
壬
生
総
合
公
回
）

　
　
う
っ
の
み
や
会
場

　
　
　
　
（
宇
都
宮
市
総
合
運
動
公
園
）

勤
務
期
間

①
コ
ン
パ
ニ
ナ
ノ

②
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
　
９
月
９
日
用

　
ム
１
１
月
５
目
白
（
5
8
日
間
）

③
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ス

　
タ
ッ
フ
　
８
月
2
8
日
前
～

　
　
　
　
　
‥
‥
１
１
月
５
目
白
（
7
0
日
間
）

勤
務
時
間
　
９
：
0
0
犬
ｎ
：
闘

　
８
時
間
拘
束
（
実
働
７
時
間
以
内
）

※
設
定
時
間
外
の
早
朝
出
勤
及
び
残

　
業
あ
り

勤
務
体
制

　
原
則
と
し
て
Ｉ
ケ
月
2
0
日
程
度
勤
務

給
与
等
　
時
間
／
士
０
０
０
円
、
交

通
費
／
一
律
↓
５
０
０
円

事
前
研
修

①
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
ノ
８
月
下
旬
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
日
間
程
度
）

②
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
／
８
月
下
旬

　
～
（
５
日
間
程
度
）

③
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ

　
／
８
月
中
旬
～
（
５
日
間
程
度
）

　
研
修
日
当
　
６
０
０
０
円
の
み
支
給

　
　
（
交
通
費
含
ヤ

そ
の
他
　
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
貸
与
、
労

災
保
険
加
入

応
募
資
格

・
満
1
8
歳
以
上
（
学
生
は
除
言
、
フ
ェ

　
ア
会
場
に
通
勤
可
能
な
方

・
事
前
研
修
に
全
日
参
加
可
能
で
、
前

　
記
期
間
中
に
勤
務
可
能
な
方

雇
用
先

　
実
行
委
員
会
が
委
託
す
る
㈱
と
ち
ぎ

テ
レ
ビ
の
短
期
契
約
社
員
と
し
ま
す

応
募
方
法

　
応
募
用
紙
ま
た
は
市
販
の
履
歴
書
を

郵
送
写
真
貼
付
（
３
ヶ
月
以
内
に
撮
影

し
た
も
の
）
、
希
望
業
種
（
①
～
③
）
、

連
絡
先
（
電
話
番
号
、
呼
び
出
し
の
有

無
）
を
明
記
の
こ
と
、
連
信
用
封
筒
１

枚
（
8
0
円
切
手
を
貼
り
、
住
所
・
氏
名

-

記
入
の
こ
と
）
　
※
応
募
書
類
・
写
真

等
は
返
却
し
ま
せ
ん

応
募
期
間
　
６
月
1
6
日
嵐
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

選
　
　
考
　
書
類
選
考
、
面
接
（
７
月

　
　
　
　
　
中
旬
予
定
）

活
動
種
類
と
内
容

〈
花
緑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〉

　
花
が
ら
つ
み
・
水
や
り
・
落
ち
葉
拾

い
な
ど
、
会
場
内
花
壇
の
簡
単
な
手
入

れ
や
、
花
緑
案
内
サ
ー
ビ
ス
の
補
助
等

を
行
う
。
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
直
接
指

導
し
ま
す
。

　
〈
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〉

　
会
場
内
で
貸
し
出
す
車
椅
子
八
ビ
ー

カ
ー
な
ど
の
貸
し
出
し
補
助
や
、
お
客

様
の
希
望
に
応
じ
て
車
椅
子
等
で
の
介

肋
を
行
う
。
ま
た
、
外
国
語
や
手
話
が

で
き
る
方
に
は
、
状
況
に
応
じ
対
応
を

行
っ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

活
動
期
間

　
９
月
９
日
出
子
1
1
月
５
日
卸

活
動
時
間
　
９
：
0
0
犬
ゲ
面

※
終
丁
時
間
は
活
動
の
種
類
に
よ
っ
て

　
多
少
異
な
る
場
合
あ
り

活
動
場
所

　
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア

　
　
み
ぶ
会
場
（
壬
生
総
合
公
園
）

　
　
う
っ
の
み
や
会
場

　
　
　
　
（
宇
都
宮
市
総
合
運
動
公
園
）

応
募
資
格

・
活
動
期
間
中
、
原
則
と
し
て
４
日
以

　
上
参
加
で
き
る
方

・
終
日
参
加
で
き
る
方

・
事
前
説
明
会
（
８
月
下
旬
頃
を
予
言

　
に
参
加
で
き
る
方

※
年
齢
制
限
な
し
。
た
だ
し
、
中
学
生

　
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
。

日
程
通
知

　
参
加
希
望
、
参
加
希
望
日
、
経
験
内

容
及
び
１
日
の
参
加
定
員
を
も
と
に
参

加
日
程
の
調
整
を
行
い
、
事
前
説
明
会

ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

※
原
則
と
し
て
ご
応
募
い
た
だ
い
た
方

　
全
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

　
参
加
内
容
や
参
加
日
が
ご
希
望
に
活

　
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
期
間
　
６
月
3
0
目
謳
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

応
募
・
問
合
せ
先

〒
３
２
０
－
８
５
０
１

　
宇
都
宮
市
飛
田
↓
－
１
－
2
0

　
第
1
7
回
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ

ア
実
行
委
員
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
８
－
６
２
３
－
２
４
７
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８
－
６
２
３
－
２
４
６
８

※
応
募
用
紙
及
び
参
加
申
込
書
は
町
都

　
市
計
㈲
課
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

１７



⇔飼刈ﾄｶ讐ャ謀フ
卜弓ンペツトり升イタ1し

○
日
　
時
　
６
月
2
4
目
玉
）

　
　
　
　
　
開
場
一
午
後
６
時

　
　
　
　
　
開
演
一
午
後
６
時
3
0
分

○
会
　
場
　
壬
生
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
犬
ホ
ー
ル
（
城
址
公
園
ホ
ー
ル
）

○
入
場
料
　
Ａ
席
　
３
千
円
（
指
定
席
）

　
　
　
　
　
Ｂ
席
　
２
千
円
百
出
席
）

※
入
場
券
は
、
壬
生
中
央
公
民
館
、
稲

　
葉
・
南
犬
飼
出
張
所
、
町
施
設
振
興

　
公
社
で
取
振
っ
て
い
ま
す
。

　
呆
就
学
兄
の
入
場
は
で
き
ま
せ
言

問
合
せ
先
　
壬
生
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
�
8
2
－
０
１
０
８

㎜ ■ ■ ■ ■ 　 ■ ･ ･ J l j ･

心゛

ﾈ･ｿ.･j‘ヽりふ々

県
内
の
休
日
夜
間
救
急
診
療
所
や
在

提ン宅
供サ当

し　１　番

て及医

いびの

まイ診

すン療

のタ情

で　１　報

　｀ネを

是ツ　｀

非　ト　Ｆ

ごにＡ

利よＸ

用　り　ア

だ
さ
い
。

Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

　
０
２
８
－
６
６
０
－
胎
8
4
引
彭

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
q
q
.
P
r
e
f
.
t
o
c
h
i
g
i
.
j
P
/

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
ア
ン
サ
ー
の
操
作
手
順

１
．
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
０
２
８
－
６
６
０
－

　
　
９
８
９
９
に
か
け
る
。

２
．
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
る
の
で
、
サ

　
　
ー
ビ
ス
案
内
の
「
0
2
」
を
プ
ッ
シ

　
　
ユ
す
る
。

３
．
「
当
番
医
・
夜
間
休
日
診
療
所
を
Ｆ

　
　
Ａ
Ｘ
で
2
4
時
間
案
内
」
の
用
紙
が

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
ら
れ
る
。

４
　
再
度
０
２
８
－
６
６
０
－
９
８
９

　
　
９
に
か
け
、
先
に
送
ら
れ
て
き
た
用

　
　
紙
に
基
づ
き
、
当
番
情
報
取
り
出
し

　
　
の
「
0
1
」
を
指
定
し
、
知
り
た
い

　
　
地
域
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
選
定
す
る
。

Ｏ
問
合
せ
先

　
栃
木
県
保
健
福
祉
耶
医
事
厚
生
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
導
助
成
係

　
�
０
２
８
－
６
２
３
１
３
１
５
（
む

　
　
　
　
　
寄
　
付

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
答

㈲
渡
辺
寝
装
様
⑤
　
　
　
　
３
千
円

資
料
館
ま
つ
り
　
は
に
わ
会
様
①
３
千
円

佐
藤
繁
男
様
①
　
　
　
　
　
　
８
万
円

南
犬
飼
公
民
館
自
主
講
座
押
し
花
絵
教
室
楼
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
千
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ブ
ン
樵
出
）
　
　
１
千
円

壬
生
町
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
径
Ｔ

ま変　　　●　●　●
し込絹子固軽国
づ牡ド

　ヤjﾐ栢者ド石宍

　早納涼XいＬ膀
　他行

　絹日月税
　付が31　し犬日

５

月
の
納
税
等

い
ず
み
町
野
球
部
様
①

　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
８
千
２
６
０
円

壬
生
町
婦
人
会
編
み
物
数
室
生
一
同
様
⑤

　
　
　
　
　
　
　
１
万
２
千
２
０
０
円

匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

㈲
い
ず
み
書
房
梯
⑤
　
　
　
　
５
万
円

し
や
ぼ
ん
壬
生
店
様
⑤
　
　
　
３
千
円

南
犬
飼
地
区
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
１
千
２
７
９
円

9
9
年
度
壬
生
小
６
の
具
ス
ト
フ
レ
ン
ド
携
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
千
６
９
８
円

４
万
５
千
４
３
３
円
　
　
匿
名

７
８
円

18

ＮＨＫｒ天うらら」のテーマ曲を吹いた
　　天才ミラクル･トランペッター
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